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中
国
共
産
党
の
記
念
日



京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
准
教
授
。
一
九
六
三
年
山
形
県
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
（
現
代
史
学
）
修
了
、
京
都
大
学
博
士
（
文
学
）
。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
（
一

九
九

0
年
）
、
神
戸
大
学
文
学
部
助
教
授
(
-
九
九
七
年
）
を
経
て
、
二

0
0
一
年
よ
り
現
職
。

専
攻
は
中
国
近
現
代
史
・
東
ア
ジ
ア
関
係
史
。
中
国
共
産
党
の
歴
史
、
お
よ
び
同
党
の
歴
史
認
識

の
問
題
を
主
に
研
究
し
て
い
る
。
主
な
著
作
と
し
て
、
『
中
国
共
産
党
成
立
史
』
（
岩
波
書
店
、
ニ

0
0
一
年
）
、
「
中
国
共
産
党
第
二
回
大
会
に
つ
い
て
1

党
史
上
の
史
実
は
如
何
に
記
述
さ
れ
て

き
た
か
」
（
『
東
洋
史
研
究
j

第
六
三
巻
一
号
、
二

0
0
四
年
）
、
「
死
後
の
孫
文
ー
遣
書
と
紀
念

週
」
（
『
東
方
学
報
』
京
都
、
第
七
九
冊
、
二

0
0
六
年
）
、
『
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
東
ア
ジ
ア
』

（
共
編
著
、
不
二
出
版
、
二

0
0
七
年
二
月
）
な
ど
。

石
川
禎
浩
（
い
し
か
わ
・
よ
し
ひ
ろ
）



中
国
に
は
記
念
日
が
多
い
。
特
に
そ
の
記
念
日
が
、
あ
る
歴
史
的
事
件
の
起
こ
っ
た
日
付
に
ち
な
ん
で
呼
ば

れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
日
本
で
も
、
五
・
一
五
事
件
や
ニ
・
ニ
六
事
件
の
よ
う
な
例
が
あ
り
、
近
く
は

二
0
0
一
年
の
ア
メ
リ
カ
で
の
テ
ロ
事
件
が
「
九
・
―
-
」
と
呼
ば
れ
た
り
す
る
が
、
こ
う
し
た
日
付
で
呼
ば

れ
る
事
件
の
数
で
は
、
中
国
は
他
の
国
に
ひ
け
を
と
る
ま
い
。
一
月
に
、
「
一
・
ニ
八
」
(
-
九
三
二
年
に
起
こ
っ

た
第
一
次
上
海
事
変
）
が
あ
れ
ば
、
二
月
に
は
「
二
七
」
(
-
九
ニ
―
―
一
年
に
起
こ
っ
た
労
働
運
動
へ
の
大
弾
圧
事
件
）

が
あ
り
…
…
と
い
っ
た
具
合
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
に
こ
う
い
っ
た
記
念
日
が
数
個
は
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
、

中
国
の
近
現
代
の
歴
史
が
、
激
動
に
つ
ぐ
激
動
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
日
本
で
も
比
較
的
知
ら

れ
て
い
る
も
の
と
い
え
ば
、
五
月
四
日
の
五
四
運
動
や
六
月
四
日
の
六
四
事
件
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
前
者
は
、
一
九
一
九
年
に
北
京
の
学
生
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
巻
き
起
こ
し
た
愛
国
運
動
、

後
者
は
一
九
八
九
年
に
起
こ
っ
た
民
主
化
運
動
の
弾
圧
で
、
学
生
た
ち
の
陣
取
る
天
安
門
広
場
が
武
力
で
制
圧

さ
れ
た
の
が
六
月
四
日
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
記
念
日
が
、
そ
の
歴
史
的
事
件
の
起
き
た
正
確
な
日
付
で
呼
ば
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
稿
で

「
七
一
」
と
呼
ば
れ
る
記
念
日
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と
り
あ
げ
る
七
月
一
日
、
つ
ま
り
「
七
こ
の
記
念
日
は
、
そ
の
日
付
が
実
際
に
あ
る
事
件
の
起
こ
っ
た
日
付

で
は
な
い
と
い
う
少
々
奇
妙
な
記
念
日
で
あ
る
。
「
七
一
」
と
は
、
中
国
共
産
党
の
創
立
記
念
日
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
中
国
で
は
、
誰
も
が
こ
の
日
を
共
産
党
の
創
立
記
念
日
と
考
え
、
実
際
こ
の
日
は
休
日
で
こ
そ
な
い
が
、

毎
年
各
地
で
党
の
記
念
行
事
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。
中
国
共
産
党
の
機
関
紙
『
人
民
日
報
』
に
は
、
こ
の

日
に
党
の
誕
生

0
0周
年
を
記
念
す
る
社
説
が
必
ず
載
る
し
、
党
指
導
者
の
重
要
な
演
説
が
七
月
一
日
を
期
し

て
発
表
さ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
最
近
で
は
、
二

0
0
一
年
の
こ
の
日
に
、
当
時
の
党
総
書
記
で
あ
っ
た

江
沢
民
が
、
共
産
党
へ
の
入
党
条
件
を
私
営
企
業
の
企
業
主
な
ど
に
も
広
げ
て
い
く
、
と
い
う
党
の
路
線
を
大

き
く
変
え
る
よ
う
な
演
説
を
行
っ
て
注
目
さ
れ
た
。
「
七
一
講
話
」
と
呼
ば
れ
る
そ
の
演
説
は
、
ま
さ
に
中
国

共
産
党
創
立
八

0
周
年
の
記
念
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
党
に
と
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
党

員
に
と
っ
て
も
、
七
月
一
日
は
大
変
に
重
要
な
記
念
日
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
実
際
の
日
付
と
ズ
レ
を

き
た
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
さ
ぐ
っ
て
い
こ
う
。

第
一
回
大
会
の
記
念
館

先
に
、
「
七
こ
と
は
中
国
共
産
党
の
創
立
記
念
日
だ
と
書
い
た
が
、
そ
の
場
合
の
創
立
日
と
は
、
具
体
的

に
い
え
ば
、
党
の
第
一
回
全
国
大
会
が
挙
行
さ
れ
た
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
国
共
産
党
が
秘
密
裏
に
最
初

の
党
大
会
を
開
い
た
の
は
、
一
九
ニ
―
年
七
月
の
こ
と
で
、
現
在
の
研
究
で
は
、
「
七
こ
で
は
な
く
、
七
月
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二
三
日
に
上
海
の
フ
ラ
ン
ス
租
界
で
第
一
回
大
会
が
開
幕
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
緯
は
後
で

く
わ
し
く
述
べ
る
と
し
て
、
そ
の
第
一
回
大
会
当
時
、
中
国
全
土
の
共
産
党
員
は
、
わ
ず
か
に
五
十
数
名
に
す

ぎ
な
か
っ
た
（
五
三
人
と
も
、
五
七
人
と
も
い
わ
れ
る
）
。

今
年
（
二

0
0
六
年
）
の
「
七
一
」
の
『
人
民
日
報
』
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
中
国
共
産
党
の
党
員
数
は
七
〇

0
0
万
人
強
で
あ
る
。
一
三
億
と
い
わ
れ
る
中
国
の
人
口
か
ら
み
れ
ば
、
た
し
か
に
一
部
分
で
は
あ
る
が
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
が
と
も
に
六

0
0
0
万
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
大
き
さ
が

う
か
が
え
よ
う
。
さ
ら
に
我
が
国
を
比
較
に
と
れ
ば
、
一
億
二

0
0
0
万
ほ
ど
の
人
口
の
う
ち
、
そ
の
労
働
人

口
は
半
分
強
の
六
五

0
0
ー
六
八

0
0
万
人
だ
か
ら
、
中
国
の
共
産
党
は
、
早
い
話
が
、
日
本
で
働
い
て
い
る

人
た
ち
全
部
が
党
員
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
文
句
な
し
に
世
界
最
大
の
政
党
な
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
五
十
数

人
の
小
グ
ル
ー
プ
が
、
八
十
数
年
を
経
て
、
名
実
と
も
に
中
国
を
支
配
す
る
巨
大
政
権
党
へ
と
成
長
を
遂
げ
た

の
だ
か
ら
、
そ
の
出
発
点
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
記
念
に
値
す
る
わ
け
で

あ
る
。「

七
一
」
記
念
日
の
も
と
に
な
っ
た
最
初
の
党
大
会
が
ど
の
よ
う
に
記
念
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
の
に
、
最

も
手
っ
と
り
早
い
の
は
、
上
海
市
内
に
あ
る
「
中
共
一
大
会
址
記
念
館
」
（
図
l
)

を
見
に
い
く
こ
と
で
あ
ろ

う
。
「
一
大
」
と
は
第
一
回
全
国
代
表
大
会
の
こ
と
、
「
会
址
」
と
は
会
場
史
跡
の
こ
と
で
あ
る
。
第
一
回
大
会

が
開
か
れ
た
建
物
は
、
人
民
共
和
国
成
立
後
に
復
元
さ
れ
、
現
在
も
記
念
館
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
る
。
か
つ

て
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
っ
た
そ
の
建
物
群
は
、
そ
の
周
辺
の
街
区
一
帯
が
濤
洒
な
租
界
風
建
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築
様
式
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
近
年
大
が
か

り
な
再
開
発
が
進
み
、
現
在
で
は
「
新
天
地
」
と
い
う
お
し
ゃ

れ
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
変
貌
し
て
い
る
。
一
大
会
址
記

念
館
は
そ
の
一
角
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え

る
が
、
内
部
の
展
示
は
こ
れ
で
な
か
な
か
充
実
し
て
い
る
。
中

で
も
、
最
も
人
目
を
引
く
の
は
、
党
大
会
の
模
様
を
再
現
し
た

蠍
人
形
コ
ー
ナ
ー
（
図
2
)

で
あ
ろ
う
。

蝋
人
形
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
こ
の
大
会
に
参
加
し
た
一
三
人
の

中
国
人
党
員
と
二
人
の
外
国
人
（
当
時
、
中
国
共
産
党
を
指
導
す

る
立
場
に
あ
っ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
の
代
表
）
、
合
わ
せ
て
一
五

体
の
精
巧
な
蝋
人
形
が
、
立
っ
て
何
か
を
報
告
し
て
い
る
毛
沢

東
を
と
り
ま
く
形
で
配
さ
れ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
第
一
回
大
会

に
も
参
加
し
た
古
参
の
党
員
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
大
会
当
時
の
様
子
の
写
真
な
ど
は
残
っ
て
い
る
は
ず
も
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
想
像
力
を
発
揮
し

て
、
そ
れ
ら
し
く
再
現
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
毛
沢
東
が
こ
ん
な
ふ
う
に
堂
々
と
し
て
い
た
か
は
、
誰
に

も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
一
三
人
の
中
国
人
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
全
員
の
顔
写
真
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
後

に
有
名
に
な
っ
た
人
も
い
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
中
国
の
歴
史
に
通
じ
て
い
る
人
な
ら
、
「
な
る
ほ
ど
」
と
感
心

心

図 1
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図2

す
る
よ
う
な
出
来
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
面
白
い
の
は
、
二
名
の
外
国
人
の
う
ち
の
一
人
で
、
ニ
コ
リ
ス
キ
ー

と
い
う
名
の
そ
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
は
、
実
は
顔
写
真
す
ら
残
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
し

い
人
形
が
場
に
連
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
記
念
館
の
館
長
さ
ん
が
こ
っ
そ
り
教
え
て
く
れ
た
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
蝋
人
形
の
ニ
コ
リ
ス
キ
ー
氏
は
、
共
産
党
の
結
成
を
題
材

に
し
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
で
、
た
ま
た
ま
ニ
コ
リ
ス
キ
ー
役
を
演

じ
た
外
国
人
俳
優
を
モ
デ
ル
に
し
た
の
だ
と
か
。
こ
れ
に
は
恐
れ

入
っ
た
。

こ
の
ニ
セ
者
蠍
人
形
の
笑
い
話
が
暗
示
す
る
よ
う
に
、
共
産
党

結
成
の
意
義
が
強
調
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
記
念
館
な
ど
そ
れ

を
記
念
す
る
側
は
、
共
産
党
の
結
成
に
ま
つ
わ
る
細
部
ま
で
明
ら

か
に
す
る
よ
う
期
待
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
こ
ん
な
捏
造
に
近
い
こ

と
ま
で
や
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
通
底
す
る

あ
る
種
の
作
為
こ
そ
は
、
「
七
一
」
を
生
み
だ
し
た
も
の
だ
っ
た
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
一
九
ニ
―
年
の
第
一
回
大
会
の
そ
の
時
、
そ

の
大
会
の
開
幕
日
が
よ
も
や
後
世
に
こ
ん
な
に
も
大
き
な
意
味
を

も
つ
日
に
な
ろ
う
と
は
、
大
会
の
参
会
者
は
き
っ
と
誰
も
思
わ
な

か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
図
ら
ず
も
そ
う
な
っ
た
時
、

133 思い出せない日付



あ
る
い
は
そ
う
な
り
つ
つ
あ
っ
た
時
、
あ
の
日
の
出
来
事
を
記
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、

記
念
す
る
に
は
、
誰
か
が
あ
の
日
の
日
付
を
思
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
、
少
な
く
と
も
、
記
念
日

を
し
か
じ
か
の
日
に
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
回
大
会
の
参
加
者
が
後
半

生
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
っ
た
。

第
一
回
大
会
参
加
者
た
ち
の
そ
の
後

現
在
、
上
海
の
記
念
館
に
は
、
第
一
回
大
会
に
参
加
し
た
一
三
人
の
中
国
人
党
員
の
顔
写
真
が
、
そ
の
略
歴

と
と
も
に
展
示
し
て
あ
る
。
序
列
な
る
も
の
が
共
産
党
の
中
で
重
き
を
お
か
れ
る
の
と
同
じ
理
屈
で
、
こ
の
一

三
枚
の
顔
写
真
の
配
列
に
も
そ
れ
な
り
の
わ
け
が
あ
る
。
ま
ず
、
一
三
人
を
上
下
に
大
き
く
分
か
つ
の
は
、
そ

の
人
が
終
生
共
産
党
員
た
る
こ
と
を
貰
い
た
か
、
そ
れ
と
も
途
中
で
党
を
離
れ
た
か
と
い
う
線
引
き
で
あ
る
。

ま
た
、
終
生
党
員
組
は
、
中
国
共
産
党
や
革
命
運
動
に
た
い
し
て
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
し
た
か
、
に
よ
っ
て
さ

ら
に
区
分
け
さ
れ
、
一
方
、
離
党
組
は
離
党
の
経
緯
や
中
国
の
人
民
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
し
た
か
、
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
た
微
妙
な
序
列
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
今
、
そ
の
序
列
を
各
人
の
没
年
と
合
わ
せ
て
表
に
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
（
表
1
)
。

付
言
す
る
と
、
こ
の
序
列
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
中
国
国
内
の
政
治
情
勢
の
変
化
や
歴
史
研
究
の
進

展
に
と
も
な
っ
て
、
若
干
の
変
動
が
み
ら
れ
る
。
さ
て
、
共
産
党
の
第
一
回
大
会
に
参
加
し
た
一
三
人
の
当
時
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表 1 中国共産党第 1!ill大会(-大）出席者のその後

毛沢東 (1893-1976)

亜必武 (1886-1975)

何叔衡 (1876-1935) 戦死

陳湿秋 (1896-1943)

王尽美 (1898-1925) 病死

榔恩銘 (1901-1931) 刑死

1949年

共和国主席 病死

共和国副主席ー病死

獄死

李達 (1890-1966)- 1923離党 再入党一迫害死

李漠俊 (1892-1927)- 1923離党＿殺害

張国需 (1897-1979) 1938離党 カナダで病死

劉仁静 (1902-1987) 1929離党 事故死

包恵俯 (1894-1979) 1927離党 病死

陳公博 (1890-1946)- 1923離党 刑死

周仏海 (1897-1948)-1924離党 獄死

の
平
均
年
齢
は
二
八
歳
弱
だ
っ
た
が
、
こ
の
表
を
み
て

も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
一
三
人
が
そ
の
後
に
た
ど
っ

た
後
半
生
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
。
中
華
人
民
共

和
国
成
立
の
一
九
四
九
年
時
点
で
生
存
し
て
い
た
者
は

六
名
だ
が
、
同
年
一

0
月
一
日
に
天
安
門
楼
上
で
開
国

式
典
を
見
届
け
る
こ
と
の
で
き
た
者
、
す
な
わ
ち
党
の

指
導
者
と
し
て
建
国
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
わ
ず

か
に
毛
沢
東
と
董
必
武
の
二
人
に
す
ぎ
な
い
。
何
叔
衡
、

陳
渾
秋
は
共
産
党
員
で
あ
る
こ
と
を
貫
き
通
し
た
た
め

に
命
を
落
と
し
、
王
尽
美
、
部
恩
銘
は
若
く
し
て
一
人

は
病
死
、
一
人
は
共
産
党
員
で
あ
る
嫌
疑
で
捕
ま
り
、

処
刑
さ
れ
た
。
李
達
は
い
っ
た
ん
離
党
し
た
も
の
の
、

人
民
共
和
国
成
立
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
再
入
党
、
一
方
、

李
漠
俊
は
離
党
し
た
後
も
革
命
運
動
に
献
身
し
た
た
め
、

そ
れ
が
も
と
で
殺
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の

二
人
の
李
は
、
離
党
組
で
は
あ
る
が
、
終
生
党
員
組
に

近
い
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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一
方
、
張
国
需
は
一
九
三

0
年
代
ま
で
毛
沢
東
と
肩
を
並
べ
る
党
の
大
幹
部
だ
っ
た
が
、
路
線
闘
争
・
権
力

闘
争
に
敗
れ
、
一
九
三
八
年
に
脱
党
、
後
に
海
外
に
亡
命
し
た
。
劉
仁
静
は
、
一
九
二

0
年
代
末
か
ら
ト
ロ
ツ

キ
ス
ト
の
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
革
命
を
掲
げ
な
が
ら
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
中
国
共
産
党
と

は
激
し
く
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
包
恵
僧
も
、
革
命
闘
争
の
な
か
で
離
党
し
、
そ
の
後
は
共
産
党
を
弾
圧

す
る
国
民
党
系
の
仕
事
を
し
た
。
こ
の
三
人
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
陳
公
博
、
周
仏
海
の
二
人

で
、
彼
ら
は
日
中
戦
争
勃
発
の
後
、
圧
兆
銘
（
圧
精
衛
）
が
南
京
に
親
日
政
権
を
樹
立
し
た
際
に
、
そ
れ
に
協

カ
、
有
力
閣
僚
と
な
っ
た
。
戦
後
、
い
わ
ゆ
る
漢
奸
（
民
族
の
裏
切
り
者
）
と
し
て
責
任
を
追
及
さ
れ
、
陳
は

刑
死
、
周
は
獄
死
、
と
い
う
最
期
を
遂
げ
て
い
る
。
彼
ら
二
人
は
、
離
党
者
と
し
て
党
を
裏
切
っ
た
だ
け
で
な

く
、
民
族
を
も
裏
切
っ
て
日
本
の
手
先
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
最
も
下
位
に
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
三
人
そ
れ
ぞ
れ
が
た
ど
っ
た
一
生
を
簡
単
に
ふ
り
返
っ
て
み
る
だ
け
で
も
、
二

0
世
紀
中
国

の
歩
み
が
い
か
に
波
瀾
に
満
ち
て
い
た
か
、
そ
し
て
そ
の
波
瀾
が
一
人
一
人
の
人
生
の
上
に
、
い
か
に
重
く
の

し
か
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ざ
ま
ざ
と
う
か
が
え
よ
う
。

こ
の
二
二
人
の
う
ち
、
そ
の
後
半
生
に
お
い
て
、
か
す
か
な
記
憶
の
中
か
ら
あ
の
大
会
の
日
付
を
正
確
に
思

い
出
す
と
い
う
使
命
を
負
わ
さ
れ
た
の
は
、
生
き
な
が
ら
え
て
一
九
四
九
年
以
降
に
中
華
人
民
共
和
国
で
暮
ら

す
こ
と
に
な
っ
た
人
々
だ
っ
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
董
必
武
、
李
達
、
包
恵
僧
、
劉
仁
静
の
四
人
で
あ
る
。

こ
の
四
人
は
、
そ
の
後
、
開
催
日
を
は
じ
め
と
す
る
党
の
第
一
回
大
会
の
模
様
を
、
共
産
党
の
歴
史
研
究
部
門

か
ら
く
り
返
し
く
り
返
し
尋
ね
ら
れ
る
と
い
う
運
命
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
た
し
か
に
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現
在
、
公
式
に
七
月
一
日
と
定
め
ら
れ
て
い
る
中
国
共
産
党
の
創
立
記
念
日
は
、
そ
も
そ
も
、
い
つ
、
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
制
定
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
現
在
、
中
国
共
産
党
も
第
一
回
大
会
開
幕
の
正
確
な
日
付

が
「
七
一
」
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
さ
ら
に
七
月
一
日
が
党
の
創
立
記
念
日
に
な
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
も
、
い
く
つ
か
の
研
究
論
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
七
一
」
の
由
来
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
一
二
八
年
の
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
毛
沢
東
が
延
安
（
映
西
省
北
部
の
共

産
党
の
根
拠
地
）
で
行
っ
た
講
演
「
持
久
戦
論
」
の
中
で
、
「
七
月
一
日
は
中
国
共
産
党
創
立
の
一
七
周
年
記
念

日
で
あ
り
、
こ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
抗
日
戦
争
の
一
周
年
に
あ
た
る
」
と
述
ぺ
、
そ
れ
が
七
月
一
日
に
共
産
党
の

機
関
誌
『
解
放
』
（
四
三
•
四
四
期
）
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
、
共
産
党
の
創
立
と
「
七
一
」
と
を
結
び
つ
け
た
最

初
の
事
例
で
あ
る
、
と
。

こ
の
講
演
の
中
で
、
毛
沢
東
が
共
産
党
の
創
立
記
念
日
を
抗
日
戦
争
の
記
念
日
と
並
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
、
中
国
共
産
党
は
、
抗
日
戦
争
の
只
中
に
あ
っ
た
。
民
族
の
生
死
を
か
け
た
そ
の
戦

い
の
さ
な
か
、
そ
れ
も
そ
の
勃
発
一
周
年
に
合
わ
せ
る
形
で
、
共
産
党
の
創
立
記
念
日
が
も
ち
だ
さ
れ
て
い
る

「
七
一
」

の
由
来

毛
沢
東
も
第
一
回
大
会
の
参
加
者
で
、
人
民
共
和
国
で
暮
ら
し
た
人
に
は
相
違
な
い
が
、
最
後
に
は
神
の
如
く

に
な
っ
た
そ
の
扱
い
は
別
格
中
の
別
格
で
あ
る
か
ら
、
四
人
と
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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こ
と
は
、
な
か
な
か
興
味
深
い
こ
と
だ
と
い
え
よ
う
。
抗
日
戦
争
に
人
々
の
力
を
結
集
さ
せ
る
。
そ
し
て
そ
の

さ
い
に
、
で
き
る
だ
け
共
産
党
が
核
と
な
る
形
で
そ
の
力
を
結
集
さ
せ
る
。
こ
れ
が
共
産
党
の
創
立
記
念
日
を

抗
日
戦
争
記
念
日
と
セ
ッ
ト
に
し
て
設
定
し
た
戦
略
的
ね
ら
い
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
毛
沢
東
は
「
持
久
戦
論
」
の
中
で
、
七
月
一
日
は
抗
日
戦
争
の
一
周
年
に
も
あ
た
る
、
と
述
べ

て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
厳
密
に
い
え
ば
正
し
く
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
日
中
全
面
戦
争
は
一
九
三
七
年

七
月
七
日
夜
の
い
わ
ゆ
る
「
慮
溝
橋
事
件
」
（
中
国
で
は
、
こ
れ
も
日
付
に
ち
な
ん
で
、
「
七
七
事
変
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
が
多
い
）
を
発
端
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
共
産
党
の
創
立
記
念
日
と
違
っ
て
、
「
七
七
事

変
」
の
方
は
、
そ
れ
こ
そ
七
月
七
日
に
起
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
で
さ
え
確
定
的
な
事
実
だ
っ
た
か
ら
、

こ
れ
は
毛
沢
東
が
日
付
を
間
違
え
た
の
で
は
な
く
、
彼
が
便
宜
上
そ
の
日
付
を
共
産
党
の
記
念
日
で
あ
る
「
七

-
」
に
引
き
つ
け
て
両
者
の
意
義
を
と
も
に
強
調
し
た
の
だ
、
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
現
に
、
延

安
で
の
一
連
の
記
念
行
事
は
、
そ
の
年
の
七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
「
記
念
週
」
と
し
て
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
毛
沢
東
の
一
九
三
八
年
の
こ
の
講
演
が
中
国
共
産
党
の
創
立
記
念
日
を
「
七
一
」
と
し
た
最
初

の
も
の
な
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
第
一
回
大
会
の
開
催
日
を
特
定
で
彦
る
よ
う
な
資
料
が
当
時
は
ま
っ
た
く
な

か
っ
た
た
め
、
お
お
ざ
っ
ぱ
に
七
月
頃
に
開
催
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
た
そ
の
日
付
を
、
毛
沢
東
が
、
董
必
武

ら
当
時
延
安
に
い
た
他
の
関
係
者
と
相
談
の
う
え
、
と
り
あ
え
ず
月
初
め
の
一
日
に
設
定
し
た
の
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
毛
沢
東
が
講
演
の
中
で
、
「
七
一
」
を
党
が
創
立
さ
れ
た
日
（
つ
ま
り
大
会
の
開
催

さ
れ
た
日
）
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
党
創
立
の
「
記
念
日
」
で
あ
る
と
述
べ
た
の
は
、
「
記
念
日
」
と
史
実
の
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中
国
で
の
研
究
は
、
「
七
一
」
が
記
念
日
に
な
っ
た
経
緯
を
、
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
に
伝
え
る
の
だ
が
、

党
の
創
立
を
記
念
す
る
と
い
う
気
運
は
、
実
は
そ
れ
よ
り
も
二
年
も
前
、
つ
ま
り
一
九
三
六
年
に
は
、
す
で
に

起
こ
っ
て
い
た
。
折
か
ら
党
は
創
立
一
五
周
年
の
節
目
を
迎
え
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
に
も
、

共
産
党
は
、
歴
史
的
な
大
事
件
の
日
付
に
合
わ
せ
て
、

0
0事
件

x
x
周
年
と
銘
打
っ
て
活
動
す
る
こ
と
は

あ
っ
た
が
、
党
の
創
立
自
体
を
記
念
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
創
立
記
念
と
い
う
こ
と

だ
け
で
い
え
ば
、
一
九
三
六
年
の
そ
れ
に
触
れ
て
お
か
ね
ば
、
不
充
分
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
る
こ
と
の
な
い
そ
の
動
き
は
、
中
国
国
内
で
は
な
く
、
は
る
か
離
れ
た
モ
ス
ク
ワ
で
起
こ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

一
九
三
0
年
代
後
半
に
パ
リ
で
出
版
さ
れ
て
い
た
中
国
語
の
雑
誌
に
、
『
救
国
時
報
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

中
国
共
産
党
系
列
の
雑
誌
で
は
あ
る
が
、
そ
の
原
稿
は
中
国
共
産
党
の
駐
モ
ス
ク
ワ
代
表
の
人
た
ち
が
作
り
、

流
通
の
便
の
た
め
に
パ
リ
で
印
刷
•
発
行
さ
れ
る
と
い
う
国
際
的
な
刊
行
物
（
五
日
に
一
度
発
行
）
だ
っ
た
。

モ
ス
ク
ワ
で
の
創
立
記
念
行
事

日
付
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
余
地
を
残
し
て
お
い
た
も
の
、
と
い
え
な
く
も
な
い
。
た
だ
、
通
常
の

感
覚
で
い
え
ば
、
第
一
回
大
会
の
参
加
者
で
も
あ
る
党
の
指
導
者
毛
沢
東
が
、
特
に
説
明
を
加
え
る
こ
と
も
な

く
、
「
七
月
一
日
は
中
国
共
産
党
創
立
の
一
七
周
年
記
念
日
」
と
述
べ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
七
月
一
日
に
党

の
創
立
に
関
わ
る
何
ら
か
の
出
来
事
が
あ
っ
た
と
受
け
と
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
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新
聞
仕
立
て
の
こ
の
雑
誌
に
、
一
九
三
六
年
の
七
月
二
五
日
、
「
中
国
共
産
党
成
立
十
五
週
年
紀
念
」
な
る
社

説
が
載
り
、
同
日
の
紙
面
に
「
中
国
共
産
党
成
立
一
五
週
年
を
記
念
し
て
、
全
国
で
祝
賀
行
事
挙
行
」
な
る
見

出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
記
事
は
、
六
月
二
三
日
の
上
海
電
を
引
く
形
で
、
「
昨
日
の
紅
色
中
華
通

訊
社
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
党
中
央
は
す
で
に
、
本
年
八
月
七
日
に
中
国
共
産
党
成
立
一
五
周
年
記
念
の
た
め
に
、

全
国
各
地
で
式
典
を
行
う
準
備
を
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
」
と
伝
え
て
い
た
。
記
念
日
が
七
月
一
日
で
も
な
く
、

七
月
二
三
日
で
も
な
く
、
八
月
七
日
に
な
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
記
念
日
を
祝
う
行
事
は
、
中
国
国
内
で
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
記
事
は
、
「
党

中
央
」
が
決
定
し
た
と
伝
え
て
い
る
が
、
当
時
、
都
市
部
の
党
組
織
は
壊
滅
状
態
、
「
党
中
央
」
は
あ
る
に
は

あ
っ
た
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
長
征
を
よ
う
や
く
終
え
て
、
何
と
か
散
西
省
北
部
の
農
村
地
帯
に
た
ど
り
着
い
た

ば
か
り
で
、
と
て
も
「
全
国
で
祝
賀
行
事
」
を
行
え
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
記
念
行
事
を
す

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

中
国
国
内
の
共
産
党
組
織
に
代
わ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
党
の
創
立
記
念
行
事
を
企
画
立
案
で
き
る
の
は
、

『
救
国
時
報
』
の
事
実
上
の
編
集
部
、
つ
ま
り
モ
ス
ク
ワ
に
い
る
共
産
党
の
駐
在
代
表
た
ち
以
外
に
は
考
え
ら

れ
な
い
。
具
体
的
な
名
前
を
挙
げ
れ
ば
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
後
ろ
盾
に
し
て
党
幹
部
に
の
し
上
が
っ
た
と
さ
れ

る
王
明
、
あ
る
い
は
第
一
回
大
会
の
参
加
者
で
、
お
り
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
い
た
陳
渾
秋
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

一
九
三
六
年
の
夏
が
中
国
共
産
党
の
第
一
回
大
会
か
ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
一
五
周
年
の
節
目
に
あ
た
る
の
に
着

目
、
う
ま
く
連
絡
の
と
れ
な
い
中
国
国
内
の
「
党
中
央
」
に
な
り
か
わ
っ
て
、
創
立
記
念
行
事
の
主
導
を
図
っ
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た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
も
問
題
に
な
る
の
は
、
記
念
日
の
日
付
で
あ
る
。
モ
ス
ク
ワ
に
い
る
彼
ら
と
て
、
第
一
回

大
会
の
開
催
日
時
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
資
料
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
は
、
中
国
国
内
の
毛
沢
東

ら
と
大
差
は
な
か
っ
た
。
頼
み
の
綱
は
、
モ
ス
ク
ワ
滞
在
中
の
陳
渾
秋
の
記
憶
だ
が
、
一
五
周
年
に
合
わ
せ
て

回
想
録
を
執
箪
し
た
陳
渾
秋
は
、
第
一
回
大
会
の
討
議
の
模
様
を
か
な
り
詳
述
し
た
も
の
の
、
こ
と
日
付
に
関

し
て
は
、
大
会
の
た
め
に
参
加
者
が
集
ま
っ
た
の
は
、
「
一
九
ニ
―
年
夏
」
「
七
月
下
旬
」
、
大
会
が
開
か
れ
た

の
は
「
七
月
末
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
一
五
年
も
前
の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
が
人
間
の
記

憶
力
の
限
界
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

で
は
、
彼
ら
が
設
定
し
た
「
八
月
七
日
」
と
は
何
の
日
か
。
中
国
共
産
党
の
歴
史
に
く
わ
し
い
者
な
ら
、
そ

れ
が
一
九
二
七
年
の
「
八
七
会
議
」
、
つ
ま
り
八
月
七
日
に
漢
口
で
開
催
さ
れ
、
党
の
路
線
転
換
を
決
定
し
た

有
名
な
会
議
に
ち
な
ん
で
い
る
こ
と
に
、
容
易
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
当
時
の
共
産
党
の
路
線

が
、
大
ま
か
に
い
っ
て
、
こ
の
「
八
七
会
議
」
の
路
線
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る

な
ら
ば
、
「
七
月
末
」
と
さ
れ
る
第
一
回
大
会
の
日
付
に
、
暦
の
う
え
で
近
い
党
の
吉
日
は
、
「
八
七
」
に
な
る

の
で
あ
る
。
『
救
国
時
報
』
が
、
「
八
月
七
日
」
に
創
立
記
念
行
事
が
行
わ
れ
る
と
報
じ
た
理
由
は
、
こ
れ
以
外

に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
年
の
八
月
七
日
に
何
ら
か
の
記
念
行
事
が
中
国
国
内
で
行
わ
れ
た
形
跡
は

ま
っ
た
く
な
い
が
、
こ
の
記
念
日
を
発
識
し
た
モ
ス
ク
ワ
の
中
国
共
産
党
員
た
ち
が
記
念
式
典
を
開
い
た
こ
と
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は
確
認
で
き
る
。
そ
の
記
念
式
典
で
の
陳
渾
秋
の
挨
拶
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
記

録
に
も
挨
拶
の
日
付
は
抜
け
て
い
て
、
行
事
が
モ
ス
ク
ワ
の
ど
こ
で
、
具
体
的
に
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
は
わ
か

ら
な
い
。
記
念
日
発
議
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
に
そ
れ
が
八
月
七
日
で
あ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
だ

ろ
う
。
モ
ス
ク
ワ
の
共
産
党
員
た
ち
が
こ
の
記
念
行
事
に
か
な
り
力
を
入
れ
た
こ
と
は
、
陳
渾
秋
の
ほ
か
に
、

モ
ス
ク
ワ
駐
在
の
党
員
の
代
表
格
で
あ
る
王
明
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
幹
部
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
が
、
と
も
に
十
五
周

年
を
記
念
す
る
文
章
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
な
か
で
も
興
味
深
い
の
は
、
「
中
共
成
立

一
五
周
年
と
中
共
新
政
策
実
行
一
周
年
を
記
念
し
て
」
と
い
う
副
題
と
共
に
発
表
さ
れ
た
王
明
の
文
章
（
「
中

国
の
独
立
、
自
由
、
幸
福
の
た
め
に
奮
闘
」
『
救
国
時
報
』
一
九
三
六
年
九
月
一
八
日
）
の
ほ
う
で
あ
る
。

王
明
の
文
章
の
副
題
は
、
共
産
党
の
創
立
を
祝
う
の
は
、
そ
れ
が
一
五
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
に
あ
た
る

か
ら
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
「
新
政
策
実
行
一
周
年
」
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
を
ハ
ッ

キ
リ
と
示
し
て
い
る
。
「
新
政
策
」
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
一
九
三
五
年
八
月
一
日
に
発
表
さ
れ
、
こ
れ
ま

た
そ
の
日
付
に
ち
な
ん
で
「
八
一
宣
言
」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
正
式
名
を
「
抗
日
救
国
の

た
め
に
全
同
胞
に
告
げ
る
書
」
と
い
う
「
八
一
宣
言
」
は
、
中
国
共
産
党
の
政
策
が
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線
に

転
換
し
た
こ
と
を
告
げ
る
も
の
で
、
表
向
き
は
中
国
共
産
党
中
央
の
名
義
だ
が
、
実
際
に
は
王
明
ら
在
モ
ス
ク

ワ
の
中
共
代
表
団
が
起
草
•
発
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
の
発
表
一
周
年
と
合
わ
せ
て
共
産
党
の
創
立
を

祝
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、
王
明
に
と
っ
て
の
党
創
立
記
念
日
彼
は
文
章
の
中
で
「
今
年
の
七
月
末
、
八
月

初
」
は
「
中
国
共
産
党
一
五
周
年
」
で
あ
る
と
述
ぺ
、
第
一
回
大
会
の
正
確
な
日
付
が
確
定
で
き
な
い
こ
と
を
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暗
に
認
め
て
い
た
は
、
そ
れ
自
体
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
と
と
も
に
祝
わ
れ
る
「
八
一
」
な
り
「
八
七
」

な
り
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
、
初
め
て
意
味
を
も
つ
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、

先
の
毛
沢
東
ら
の
打
ち
出
し
た
一
九
三
八
年
の
創
立
記
念
日
が
、
同
じ
く
第
一
回
大
会
の
厳
密
な
日
付
を
確
定

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
抗
日
戦
争
の
記
念
日
と
の
組
合
せ
で
選
定
さ
れ
た
こ
と
と
、
同
じ
思
考
様
式
か
ら
出
て

い
る
。

党
の
歴
史
書

延
安
に
根
拠
地
を
お
く
中
国
共
産
党
が
「
七
一
」
を
創
立
記
念
日
と
し
、
提
灯
行
列
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
祝
賀

行
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
三
八
年
は
、
共
産
党
に
と
っ
て
、
日
本
軍
と
の
厳
し
い
戦
い
を
く
り
広
げ
る

一
方
、
民
衆
の
支
持
を
背
景
に
自
ら
の
存
在
感
を
増
し
つ
つ
あ
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
地
方
政
権
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
が
、
今
や
共
産
党
の
根
拠
地
は
、
抗
日
戦
争
と
国
共
合
作
体
制
の
も
と
、
中
央
政
府
（
国
民

政
府
）
に
も
認
知
さ
れ
て
い
た
。
共
産
党
は
、
も
は
や
「
共
産
匪
賊
」
よ
ば
わ
り
さ
れ
る
謎
の
武
装
集
団
で
は

な
く
、
逆
に
人
々
に
そ
の
姿
や
歩
み
を
正
し
く
伝
え
る
努
力
を
す
る
よ
う
迫
ら
れ
て
い
た
。
一
九
三

0
年
代
の

後
半
に
、
毛
沢
東
が
外
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー
と
会
見
し
て
自
ら
の
半
生
を
語
っ
た
り
、

共
産
党
自
身
が
党
の
歩
み
を
歴
史
書
に
ま
と
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
時
代
状
況
を
背
景
と
し
て
い

る。
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第
一
回
大
会
の
史
実
に
密
接
に
か
か
わ
る
党
の
歴
史
書
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
そ
の
一
九
三
八
年
に
は
延

安
で
、
中
国
共
産
党
の
歴
史
を
ま
と
め
た
本
が
出
さ
れ
て
い
る
。
中
国
現
代
史
研
究
委
員
会
絹
の
『
中
国
現
代

革
命
運
動
史
』
で
あ
る
。
こ
の
本
は
実
際
に
は
、
党
の
指
導
者
で
あ
る
張
聞
天
が
執
筆
・
編
纂
し
た
と
言
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
早
い
時
期
の
準
公
式
歴
史
書
と
い
っ
て
よ
い
。
同
書
は
第
一
回
大
会
に

関
し
て
、
「
一
九
―
二
年
七
月
、
中
共
は
一
大
を
召
集
し
た
」
と
記
し
て
い
た
。
七
月
あ
た
り
に
大
会
を
開
い

た
こ
と
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
当
時
は
そ
れ
以
上
の
具
体
的
日
付
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
知
れ

る
。
こ
う
し
た
曖
味
な
部
分
を
便
宜
的
に
補
っ
た
の
が
、
こ
の
年
の
毛
沢
東
の
「
七
一
」
だ
と
い
う
こ
と
は
す

で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
三
八
年
以
降
、
共
産
党
は
「
七
一
」
を
党
創
立
の
「
記
念
日
」
と
し
て
祝
賀
行
事
を
す
る
よ
う
に
な
る

が
、
そ
れ
が
毎
年
く
り
返
さ
れ
る
に
つ
れ
、
「
七
一
」
は
単
に
記
念
日
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
党
が
実
際
に
誕

生
し
た
日
で
あ
る
と
い
う
理
解
（
誤
解
？
）
に
転
じ
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
ま

し
て
や
共
産
党
自
身
も
、
一
九
四
一
年
に
出
し
た
記
念
祝
賀
に
つ
い
て
の
通
達
の
中
で
、
「
本
年
の
『
七
一
」

は
中
共
が
誕
生
し
て
二
十
周
年
に
あ
た
る
」
と
述
べ
、
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
そ
う
し
た
理
解
を
助
長
し
て
い

た
く
ら
い
だ
か
ら
、
そ
れ
が
歴
史
書
に
盛
ら
れ
る
の
は
、
時
間
の
問
題
だ
っ
た
。

中
国
共
産
党
の
責
任
あ
る
人
物
が
執
筆
し
た
も
の
の
な
か
で
、
七
月
一
日
に
党
が
誕
生
し
た
、
つ
ま
り
七
月

一
日
に
党
の
最
初
の
大
会
が
開
か
れ
た
と
明
記
し
た
の
は
、
癖
三
の
「
毛
沢
東
同
志
的
初
期
革
命
活
動
」
（
『
解

放
日
報
』
一
九
四
四
年
七
月
一
日
）
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
若
き
日
に
毛
沢
東
の
友
人
で
も
あ
っ
た
癖
三
は
、
中
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国
共
産
党
の
文
化
工
作
幹
部
と
し
て
著
名
で
、
中
共
党
員
の
手
に
な
る
初
め
て
の
毛
沢
東
伝
『
毛
沢
東
同
志
的

青
少
年
時
代
』
（
新
華
書
店
、
一
九
四
九
年
）
の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
そ
の
「
毛
沢
東
同
志
的
初
期
革
命

活
動
」
は
、
「
一
九
ニ
―
年
七
月
一
日
、
中
国
共
産
党
は
上
海
で
第
一
回
の
成
立
大
会
を
開
催
し
た
」
と
ハ
ッ

キ
リ
と
述
べ
て
い
た
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
「
七
こ
は
単
に
記
念
日
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
共
産
党
が
最
初

の
大
会
を
開
い
た
日
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

か
り
に
、
中
国
共
産
党
が
抗
日
戦
争
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
国
共
内
戦
で
敗
れ
て
い
れ
ば
、
七
月
一
日
を
め

ぐ
る
そ
れ
ま
で
の
経
緯
は
、
あ
る
い
は
小
さ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
歴
史
の
闇
に
消
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
現
実
に
は
、
中
国
共
産
党
は
抗
日
戦
争
を
戦
い
抜
き
、
つ
い
で
国
民
党
と
の
内
戦
に
勝
利
し
て
、
一
九
四

九
年
に
中
華
人
民
共
和
国
と
い
う
国
を
打
ち
た
て
、
数
億
の
人
口
を
有
す
る
中
国
を
指
導
す
る
党
に
な
っ
た
。

当
然
に
、
党
の
そ
れ
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
も
注
目
が
集
ま
り
、
一
般
民
衆
は
お
ろ
か
、
党
員
さ
え
実
は
よ
く

知
ら
な
い
自
党
の
歩
み
を
、
わ
か
り
や
す
い
形
で
公
表
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
建
国
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
胡

華
『
中
国
新
民
主
主
義
革
命
史
』
(
-
九
五
0
年
）
と
胡
喬
木
『
中
国
共
産
党
的
三
十
年
』
(
-
九
五
一
年
）
は
、

そ
う
し
た
期
待
に
応
え
る
た
め
に
刊
行
さ
れ
た
公
式
歴
史
書
の
代
表
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
著
作
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
、
「
七
月
一
日
に
中
国
共
産
党
は
上
海
で
第
一
回
大
会
を
開
い
た
」

と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
に
、
癖
三
の
記
述
は
公
式
の
歴
史
書
に
採
用
さ
れ
、
誰
が
読
ん
で
も
、

七
月
一
日
は
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
日
だ
と
い
う
読
み
方
し
か
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り

三
十
年
間
、
中
国
で
は
こ
の
説
が
堅
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

145 思い出せない日付



資
料
の
改
窟

い
っ
た
ん
定
説
が
で
き
あ
が
る
と
、
そ
れ
が
一
人
歩
き
し
て
、
人
々
の
常
識
を
縛
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
、
逆

に
歴
史
の
真
相
を
覆
い
か
く
し
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
元
来
、
記
念
日
に
す
ぎ
な
か
っ
た
「
七

-
」
が
、
一
九
四
0
年
代
を
通
じ
て
、
共
産
党
の
最
初
の
大
会
の
日
付
に
す
り
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
中

華
人
民
共
和
国
で
は
、
本
来
、
定
説
に
先
だ
つ
は
ず
の
歴
史
資
料
や
関
係
者
の
回
想
録
が
そ
の
「
定
説
」
に
符

合
す
る
よ
う
に
改
変
さ
れ
る
と
い
う
逆
転
現
象
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
七
一
」
は
日
付
と
し
て
根

拠
が
怪
し
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
が
党
の
定
め
た
記
念
日
で
あ
る
か
ら
に
は
、
何
と
し
て
も
そ
れ

を
創
立
の
日
付
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
努
力
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
例
は
、
陳
澤
秋
の
書
い
た
第
一
回
大
会
の
回
想
録
に
み
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
陳
渾
秋
の
回
想

録
「
第
一
次
代
表
大
会
的
回
憶
」
は
、
党
創
立
一
五
固
年
に
あ
た
る
一
九
三
六
年
に
執
筆
さ
れ
、
『
共
産
国
際
』

（
『
共
産
王
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
）
と
い
う
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
共
産

国
際
』
は
モ
ス
ク
ワ
で
発
行
さ
れ
て
い
た
中
国
語
刊
行
物
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
流
通
範
囲
は
必
ず
し
も
広
く
は

な
か
っ
た
。
ま
た
、
陳
渾
秋
自
身
も
人
民
共
和
国
の
成
立
を
見
る
こ
と
な
く
獄
死
(
-
九
四
一
二
年
没
）
し
て
い

る
た
め
、
第
一
回
大
会
に
か
ん
す
る
重
要
な
回
想
録
で
あ
り
な
が
ら
、
容
易
に
は
見
ら
れ
な
い
資
料
と
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
人
民
共
和
国
に
な
っ
て
再
発
見
さ
れ
、
一
九
五
二
年
に
雑
誌
に
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
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こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
中
国
国
内
で
再
発
表
さ
れ
た
陳
渾
秋
の
回
想
に
は
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
何
力
所
か
に

わ
た
っ
て
、
断
り
の
な
い
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。

前
述
の
と
お
り
、
本
来
の
陳
の
回
想
録
に
は
、
大
会
の
代
表
た
ち
が
上
海
に
集
ま
っ
て
き
た
の
は
一
九
ニ
―

年
の
「
七
月
下
旬
」
で
、
大
会
は
「
七
月
末
」
に
開
催
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
の
だ
が
、
な
ぜ
か
こ
れ
が

一
九
五
二
年
に
歴
史
資
料
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
際
に
は
、
「
七
月
下
旬
」
が
「
六
月
下
旬
」
と
改
変
さ
れ
、
大

会
は
「
七
月
初
め
」
に
開
催
さ
れ
た
と
書
き
換
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
カ
所
だ
け
な
ら
誤
植
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
ニ
カ
所
が
符
節
を
合
わ
せ
た
よ
う
に
書
き
換
わ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
、
本
来
「
七
月
末
」

の
開
催
と
し
か
読
み
よ
う
の
な
い
資
料
を
、
強
引
に
「
七
月
初
め
」
に
大
会
が
開
か
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
資

料
に
「
改
窟
」
し
た
も
の
、
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
改
変
版
の
回
想
録
を
掲
載
し
た
の
は
、

一
九
五
二
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
党
史
資
料
』
と
い
う
雑
誌
の
第
一
号
で
あ
っ
た
。
こ
の
雑
誌
は
決
し
て
一
般
向

け
の
も
の
で
は
な
く
、
共
産
党
の
歴
史
を
研
究
す
る
ご
く
一
部
の
専
門
家
向
け
に
発
行
さ
れ
た
内
部
医
書
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
場
で
、
資
料
の
断
り
の
な
い
改
変
が
な
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
も
と
の
『
共
産
国
際
』
版
を
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
専
門
家
は
、
こ
の
資
料
を
「
七
月
一
日
に
第
一
回
大
会
が
開
か
れ
た
」
こ
と
を
裏

づ
け
る
も
の
と
考
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
れ
と
同
じ
手
口
の
日
付
の
改
変
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
が
、
紹
介
し
だ
す
と
あ
ま
り
に
瑣
末
に
な
る
の

で
、
こ
こ
で
は
い
ち
い
ち
挙
げ
な
い
。
要
は
、
こ
の
時
期
、
第
一
回
大
会
の
日
付
を
「
七
月
一
日
」
と
す
る
歴

史
資
料
が
な
い
の
な
ら
、
「
七
月
一
日
」
に
す
る
資
料
を
作
り
出
そ
う
と
い
う
本
末
転
倒
の
努
力
ま
で
な
さ
れ
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新
文
書
の
発
見

党
創
立
の
日
付
が
、
定
説
の
上
で
も
、
ま
た
い
さ
さ
か
強
引
な
が
ら
「
資
料
」
の
上
で
も
、
七
月
一
日
に
落

ち
着
こ
う
と
し
て
い
た
一
九
五

0
年
代
の
末
、
関
係
者
の
そ
れ
ま
で
の
努
力
を
水
の
泡
に
す
る
新
資
料
が
見
つ

か
っ
た
。
一
九
五
七
年
に
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
駐
在
中
共
代
表
団
ア
ル
ヒ
ー
フ
」
、
つ
ま
り
中
国
共
産
党
が
か
つ

て
モ
ス
ク
ワ
に
代
表
部
を
お
い
て
い
た
時
に
蓄
え
て
い
た
資
料
群
二
万
点
余
り
が
、
ソ
連
共
産
党
中
央
か
ら
中

国
共
産
党
に
返
還
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
中
の
あ
る
ロ
シ
ア
語
文
書
に
、
第
一
回
大
会
は
七
月
二
三
日
に
開
催

さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
文
書
は
第
一
回
大
会
の
直
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
こ

こ
に
長
ら
く
不
明
だ
っ
た
第
一
回
大
会
の
日
付
は
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
返
還
さ
れ
て
き
た
一
枚
の
紙
に
よ
っ
て
、

七
月
二
三
日
と
い
う
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
日
に
措
定
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

た
だ
し
、
そ
れ
ま
で
七
月
一
日
に
あ
れ
ほ
ど
固
執
し
、
ま
た
記
念
行
事
も
「
七
こ
と
銘
打
っ
て
行
っ
て
き

た
中
国
共
産
党
に
と
っ
て
、
党
の
創
立
記
念
日
の
変
更
は
、
そ
の
威
信
に
も
か
か
わ
る
こ
と
だ
け
に
、
簡
単
に

ふ
み
切
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
欽
定
版
の
党
史
に
お
い
て
も
「
七
月
一
日
」
と
明
記
し
て
き

た
の
に
、
あ
る
日
突
然
、
「
モ
ス
ク
ワ
か
ら
新
し
い
資
料
が
出
た
の
で
」
と
い
う
理
由
で
歴
史
を
書
き
換
え
る

と
い
う
の
で
は
、
い
か
に
も
不
面
目
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
、
党
の
創
立
記
念
日
を
こ
っ
そ
り
と
変
え
る
こ
と

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
か
く
て
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
来
た
こ
の
新
文
書
の
存
在
は
、
五
0
年
代
末
に
は
党
の

指
導
者
に
報
告
さ
れ
、
毛
沢
東
や
葦
必
武
と
い
っ
た
要
人
は
こ
の
文
書
を
見
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
後
一
九

八
0
年
代
に
な
る
ま
で
、
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
文
書
の
鑑
定
を
求
め
ら
れ
た
董
必
武
は
、
そ
の
文

書
を
「
秘
密
文
書
、
国
家
機
密
」
と
呼
ん
だ
が
、
そ
れ
は
「
七
一
」
が
、
当
時
の
彼
ら
に
と
っ
て
、
犯
し
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
記
念
日
も
歴
史
書
の
記
述
も
、
七
月
一
日
の
ま
ま
、
変
更
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

か
く
て
、
中
国
国
内
で
は
、
そ
の
後
に
文
化
大
革
命
と
い
う
政
治
の
大
動
乱
が
起
こ
り
、
党
史
研
究
が
停
止

し
た
こ
と
も
手
伝
い
、
七
0
年
代
の
終
わ
り
ま
で
、
七
月
一
日
を
め
ぐ
る
議
論
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
が
、
国
外

の
事
情
は
逆
だ
っ
た
。
中
国
共
産
党
の
歴
史
は
、
中
国
の
新
た
な
る
支
配
者
の
歩
み
と
し
て
、
一
九
四
九
年
以

降
、
世
界
の
中
国
研
究
者
の
新
た
な
関
心
事
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
当
然
に
、
そ
の
出
発
点
に
あ
た
る
第
一
回

大
会
の
具
体
的
状
況
も
、
史
家
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
解
明
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
過
程
で
、
第
一
回
大
会
の

日
付
は
中
国
共
産
党
の
い
っ
て
い
る
「
七
こ
と
は
ど
う
も
違
う
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

当
初
、
モ
ス
ク
ワ
の
文
書
こ
そ
知
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
第
一
回
大
会
を
と
り
ま
く
関
係
資
料
を
丹

念
に
並
べ
て
い
く
と
、
「
七
こ
で
は
説
明
の
つ
か
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

中
国
で
の
定
説
に
と
り
わ
け
激
し
く
反
発
し
た
の
は
、
中
国
共
産
党
に
と
っ
て
の
敵
対
勢
力
に
あ
た
る
反
共

史
家
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
「
七
一
」
説
が
資
料
的
に
成
り
立
た
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共
産
党
の
側
が
あ
く

ま
で
「
七
こ
を
創
立
記
念
日
と
し
て
い
る
こ
と
に
、
痛
烈
な
非
難
を
浴
び
せ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
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一
九
七
三
年
に
台
湾
の
学
者
が
言
い
放
っ
た
次
の
セ
リ
フ
で
あ
る
。
「
中
共
は
も
う
五
二
歳
に
な
る
が
、
一
体

い
つ
生
ま
れ
た
の
か
も
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
親
も
わ
か
ら
ぬ
私
生
児
が
か
っ
て
に

誕
生
日
を
教
え
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
。
共
産
党
は
出
自
か
ら
し
て
怪
し
い
で
は
な
い
か
1

そ
れ
が

彼
ら
反
共
史
家
の
言
い
分
だ
っ
た
。
こ
れ
に
類
す
る
海
外
か
ら
の
悪
口
は
、
と
り
わ
け
文
化
大
革
命
の
間
は
止

む
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
皮
肉
に
も
、
こ
う
し
た
罵
詈
雑
言
が
、
の
ち
に
中
国
国
内
で
党
史
の
研
究
が
再
開
さ

れ
た
際
、
中
国
の
学
者
の
発
奮
材
料
に
な
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
文
化
大
革
命
が
終
わ
っ
て
改
革
・
開
放
路

線
に
な
っ
た
直
後
、
学
術
的
な
態
度
で
党
史
の
史
実
考
証
に
着
手
し
た
中
国
国
内
の
学
者
た
ち
は
、
先
の
台
湾

学
者
の
誹
謗
を
片
時
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
こ
そ
臥
薪
嘗
胆
し
て
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
九
八

0
年
代
に
入
り
、
よ
う
や
く
モ
ス
ク
ワ
か
ら
返
還
さ
れ
た
文
書
が
公
開
さ
れ
た
。
実
は
、
第
一
回
大

会
関
連
の
文
書
は
、
中
国
が
鎖
国
の
ご
と
き
体
制
を
と
っ
て
い
た
一
九
七

0
年
代
に
、
ソ
連
の
学
者
が
同
種
の

も
の
を
モ
ス
ク
ワ
で
発
見
、
学
術
誌
に
公
表
し
て
お
り
、
国
外
で
関
心
を
も
つ
学
者
は
そ
の
存
在
を
と
っ
く
に

知
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
い
わ
ば
、
中
国
だ
け
が
そ
れ
を
「
国
家
機
密
」
扱
い
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は

そ
れ
と
し
て
、
こ
う
し
た
中
国
国
内
で
の
文
書
の
公
開
や
資
料
の
発
掘
に
よ
っ
て
、
八

0
年
代
に
中
国
で
の
研

究
が
大
い
に
進
展
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
中
国
共
産
党
の
歴
史
研
究
は
、
多
く
の
タ
ブ
ー
に

が
ん
じ
が
ら
め
に
さ
れ
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
状
況
か
ら
、
か
な
り
自
由
に
な
っ
た
が
、
そ
の
意
味
で
は
、
第
一

回
大
会
の
日
付
も
タ
ブ
ー
の
領
域
か
ら
解
放
さ
れ
、
く
だ
ん
の
ロ
シ
ア
語
文
書
に
も
と
づ
い
て
、
七
月
二
三
日

開
幕
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
現
在
の
中
国
共
産
党
の
公
式
歴
史
で
は
、
一
九
ニ
―
年
七
月
二
三
日
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思
い
出
せ
な
い
苦
悩

に
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
、
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。

む
ろ
ん
、
歴
史
を
こ
の
よ
う
に
確
定
し
た
た
め
に
、
記
念
日
と
史
実
と
は
一
致
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
共
産
党
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
、
七
月
一
日
を
あ
く
ま
で
記
念
日
と
し
て
い
る
。

党
の
創
立
記
念
日
は
、
第
一
回
大
会
が
開
幕
し
た
日
に
ち
で
は
な
い
が
、
数
十
年
来
、
「
七
こ
と
い
う
光

輝
あ
る
日
は
す
で
に
全
党
、
全
国
各
民
族
の
人
々
の
胸
深
く
に
し
っ
か
り
と
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
党
の
創
立
記
念
日
を
変
え
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
。
（
李
槌
「
関
於
党
的
誕
生
紀
念
日
和
党
的
一
大

開
幕
日
期
」
一
九
八
三
年
）

現
在
、
「
七
こ
が
相
変
わ
ら
ず
党
の
創
立
「
記
念
日
」
で
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

「
七
一
」
を
め
ぐ
る
記
念
日
の
歴
史
を
た
ど
れ
ば
、
こ
れ
で
話
は
終
わ
る
わ
け
だ
が
、
最
後
に
、
あ
の
日
、

あ
の
場
所
で
党
の
第
一
回
大
会
に
立
ち
会
っ
た
人
々
と
こ
の
記
念
日
と
の
か
か
わ
り
に
は
、
ひ
と
言
ふ
れ
て
お

か
ね
ぱ
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
彼
ら
、
つ
ま
り
董
必
武
、
李
達
、
包
恵
僧
、
劉
仁
静
の
四
人
こ
そ
は
、
一
九
四
九

151 思い出せない日付



年
以
降
の
そ
の
後
半
生
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
四
様
の
立
場
で
、
あ
の
日
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
そ
の
記

念
日
に
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
運
命
を
背
負
っ
た
人
々
だ
か
ら
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
四
九
年
以
降
、
「
七
一
」
は
単
に
記
念
日
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
は

大
会
の
開
催
さ
れ
た
日
付
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
定
着
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、
中
国
共
産
党
の
歴
史
統
括
部
門
、

あ
る
い
は
第
一
回
大
会
の
関
係
者
の
あ
い
だ
で
は
、
大
会
の
日
付
は
七
月
一
日
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
と
い
う

こ
と
が
、
一
部
に
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
七
月
一
日
で
な
い
な
ら
い
つ
な
の
か
と
い
う

こ
と
を
確
認
す
る
す
べ
は
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
四
人
に
対
し
て
は
、
く
り
返
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
何

と
か
日
付
、
あ
る
い
は
日
付
の
手
が
か
り
に
な
る
も
の
を
思
い
出
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
努
力
が
試
み
ら
れ
た
。

早
い
話
が
、
こ
の
四
人
は
一
九
四
九
年
以
降
、
同
じ
こ
と
を
死
ぬ
ま
で
何
度
も
聞
か
れ
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
が
感
じ
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
大
き
さ
を
、
今
日
の
感
覚
で
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
現
在
な
ら
い
ざ
知

ら
ず
、
当
時
は
「
天
大
な
り
、
地
大
な
り
と
い
え
ど
も
、
党
の
恩
情
の
大
な
る
に
如
か
ず
」
（
流
行
歌
「
釜
親
娘

親
不
如
毛
主
席
親
」
の
フ
レ
ー
ズ
）
と
ま
じ
め
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
時
世
な
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
す
る
側
は
、
関
係
者
が
具
体
的
な
日
付
を
あ
る
日
突
然
に
思
い
出
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
、
内
心
で

は
期
待
し
て
は
い
ま
い
。
ま
た
、
人
間
の
記
憶
力
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
三

0
年
も
前
の

あ
る
会
議
の
、
場
所
や
顔
ぶ
れ
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
最
も
記
憶
に
残
り
に
く
い
日
付
な
ど
、
そ
も
そ
も
思
い
出

せ
る
ほ
う
が
お
か
し
か
ろ
う
。
現
に
彼
ら
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
日
付
に
限
ら
ず
、
し
ば
し
ば
「
ハ
ッ
キ

リ
と
は
思
い
出
せ
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
だ
が
、
彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
、
思
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
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四
人
の
う
ち
、
一
九
四
九
年
以
降
で
最
も
社
会
的
地
位
が
高
か
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
終
始
党
を

離
れ
る
こ
と
な
く
生
涯
を
全
う
し
た
董
必
武
（
図
3
)

で
あ
る
。
科
挙
を
受
験
し
た
こ
と
も
あ
る
彼
は
、
年
齢

や
そ
れ
ま
で
の
活
動
歴
か
ら
し
て
、
一
線
で
党
を
指
導
す
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
党
の
長
老
格
と
し
て
、
最

高
人
民
法
院
院
長
な
ど
名
誉
職
を
多
く
歴
任
し
た
人
物
で
、
人
民
共
和
国
副
主
席
ま
で
つ
と
め
た
。
四
人
の
中

で
は
、
ま
だ
比
較
的
気
楽
な
立
場
で
第
一
回
大
会
の
模
様
を
ふ
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

彼
の
大
会
期
日
に
つ
い
て
の
言
及
と
し
て
は
、
一
九
二
九
年
暮
れ
の
何
叔
衡
あ
て
書
簡
と
一
九
五
六
年
の
新

聞
談
話
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
董
必
武
は
、
前
者
で
は
大
会
の
期
日
を
「
七
月
（
？
）
」
（
カ
ッ
コ
内
の
？
は

董
必
武
の
つ
け
た
も
の
）
と
述
べ
て
い
た
が
、
後
者
で
は
、
「
党
の
第
一
回
全
国
代
表
大
会
は
一
九
ニ
―
年
七
月

董

必

武

は
、
極
端
な
話
、
自
分
や
家
族
の
誕
生
日
よ
り
も
は
る
か
に
大
事
な
党
の
誕
生
日
な
の
で
あ
る
。
人
民
共
和
国

に
生
き
て
い
る
身
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
も
栄
え
あ
る
党
の
第
一
回
大
会
に
出
席
す
る
と
い
う
稀
有
な
体
験
を

し
な
が
ら
、
な
ぜ
党
の
誕
生
日
を
覚
え
て
い
な
い
の
か
と
い
う
叱
責
の
声
が
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て

ぎ
た
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
そ
の
四
人
は
、
「
あ
の
日
の
会
合
が
歴
史
に
残
る
日
に
な
ろ
う
と
は
思
い
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
」
な
ど
と
言
え
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
一
九
四
九
年
以
降
の
社
会
的
立
場
の
違
い
は
、
回

想
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
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一
日
に
開
か
れ
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
七
月
あ
た
り
か
」

と
い
う
ぐ
ら
い
し
か
記
憶
に
な
か
っ
た
の
に
、
そ
れ
が
二
十
数

年
も
た
っ
て
か
ら
「
七
月
一
日
」
へ
と
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た

と
は
考
え
に
く
い
し
、
一
九
五
六
年
と
い
え
ば
、
中
国
で
は
七

月
一
日
に
大
会
が
開
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
す
で
に
史
書
の

上
で
も
定
着
し
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
董
は
そ
れ
を
忠
実
に
な

ぞ
る
形
で
談
話
を
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
董
必
武
は
、
そ
の
地
位
ゆ
え
に
、
前
出
の
ロ
シ
ア
語

文
書
（
二
三
日
開
催
と
伝
え
る
も
の
）
が
発
見
さ
れ
る
と
、
そ
れ

を
い
ち
早
く
見
ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
の
ロ
シ
ア
語
文
書
は
、
共
産
党
の
歴
史
文
書
を
所
蔵
・
管
理
す
る

中
央
梢
案
館
の
専
門
家
が
発
見
し
て
の
ち
、
た
だ
ち
に
そ
れ
を
翻
訳
し
て
董
必
武
に
鑑
定
を
仰
い
だ
の
だ
が
、

一
九
五
九
年
に
そ
の
文
書
を
見
た
彼
は
、
そ
れ
が
比
較
的
確
か
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
置
き
し
な
が

ら
も
、
「
結
局
の
と
こ
ろ
、
二
三
日
な
の
か
何
日
な
の
か
は
確
定
で
き
な
い
。
我
が
党
は
す
で
に

「七
月
一
日
」

を
党
の
第
一
回
代
表
大
会
の
開
幕
日
と
決
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
変
え
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
と
思
う
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
た
。
ま
た
、
文
化
大
革
命
の
さ
な
か
で
あ
る
一
九
七
一
年
に
は
、
党
史
研
究
者
な
ど
ご
く
内
輪

の
人
々
と
の
座
談
会
の
場
で
、
「
七
一
」
に
ふ
れ
、
「
七
月
一
日
と
い
う
日
付
も
、
後
で
決
め
ら
れ
た
も
の
で
、

本
当
に
大
会
を
開
い
た
日
付
は
そ
う
と
は
い
え
な
い
も
の
で
す
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
を
研
究

図3 蓋必武
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董
必
武
が
党
の
長
老
と
し
て
、
比
較
的
柔
軟
な
対
応
が
で
き
た
の
に
対
し
て
、
李
達
、
包
恵
僧
、
劉
仁
静
の

三
人
は
、
い
ず
れ
も
共
産
党
を
離
党
し
た
経
歴
の
持
ち
主
だ
け
に
、
人
民
共
和
国
で
自
分
の
発
言
が
引
き
起
こ

す
だ
ろ
う
さ
ま
さ
ま
な
波
風
を
予
想
す
る
と
、
お
の
ず
と
そ
の
言
動
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

な
か
で
も
、
か
た
く
な
と
い
え
る
ほ
ど
同
じ
言
葉
を
く
り
返
し
た
の
が
李
達
（
図
4
)

で
あ
っ
た
。
彼
は
、

第
一
回
大
会
に
上
海
の
代
表
と
し
て
参
加
し
た
人
物
だ
が
、
一
九
二
三
年
に
党
活
動
が
学
究
肌
の
自
分
に
は
合

わ
な
い
こ
と
を
感
じ
て
共
産
党
を
離
れ
た
。
そ
の
後
、
教
育
•
著
述
方
面
の
仕
事
に
つ
き
、
一
九
四
九
年
に
中

華
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る
段
に
な
っ
て
北
京
を
訪
れ
、
毛
沢
東
の
勧
め
で
共
産
党
に
再
入
党
し
た
。
そ
の
後

は
、
毛
沢
東
思
想
の
研
究
を
進
め
る
一
方
で
、
湖
南
大
学
校
長
、
武
漢
大
学
校
長
な
ど
、
教
育
界
の
要
職
を
歴

李

達

す
る
人
た
ち
に
対
し
て
は
、
「
七
こ
が
史
実
の
日
付
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
内
々
に
告
げ
る
一
方
、
七
月

一
日
に
第
一
回
大
会
を
開
い
た
と
い
う
こ
と
は
党
が
決
定
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
新
文
書
が
出
た
か
ら
と
い
っ

て
変
え
る
必
要
は
な
い
と
言
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

人
民
共
和
国
で
の
「
七
一
」
の
扱
い
が
、
大
枠
で
こ
の
董
必
武
の
見
解
の
と
お
り
に
推
移
し
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
彼
は
、
ハ
ッ
キ
リ
は
思
い
出
せ
な
い
（
確
定
で
き
な
い
）
、
だ
が
、
党
が
そ
う
決
め
て
い
る
の
だ
か
ら
そ

れ
に
従
お
う
と
い
う
現
実
的
で
柔
軟
な
対
応
を
し
た
と
い
え
よ
う
。
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任
し
て
い
る
。

李
達
は
再
入
党
の
際
、
毛
沢
東
か
ら
直
接
に
、
「
若
い
頃
に

党
を
離
れ
た
と
い
う
の
は
、
政
治
的
に
は
転
ん
で
し
ま
っ
た
と

い
う
わ
け
だ
か
ら
、
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
だ
。
だ
が
、
昔
の
こ
と

は
も
う
咎
め
立
て
は
し
な
い
。
大
事
な
の
は
こ
れ
か
ら
だ
」
と

励
ま
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
離
党
と
い
う
暗
い
過
去
を

振
り
払
う
た
め
に
、
全
身
全
霊
を
共
産
党
の
た
め
に
捧
げ
た
愚

直
な
人
物
だ
っ
た
。
彼
の
第
一
回
大
会
に
関
す
る
回
想
に
も
、

そ
う
し
た
努
力
が
か
い
ま
み
え
る
。
彼
の
大
会
に
つ
い
て
の
最

も
早
い
時
期
の
言
及
は
、
一
九
二
八
年
に
書
い
た
文
章
の
も
の
で
、
「
民
国
一
〇
〔
一
九
二
こ
年
夏
に
、
第
一

回
代
表
大
会
が
召
集
さ
れ
た
」
と
い
う
ご
く
簡
単
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
く
わ
し
い
言
及
は
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
そ
れ
か
ら
二

0
年
後
の
一
九
四
九
年
に
再
入
党
の
申
請
を
し
た
際
、
党
に
提
出
し
た
自
己
経
歴
書
の
中

で
は
、
第
一
回
大
会
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
を
し
て
い
た
。
期
日
に
関
し
て
は
、
「
七
月
一
日
午
後
七
時
、
上

海
貝
勒
路
同
益
里
の
李
漠
俊
の
寓
居
で
、
第
一
回
会
議
を
行
っ
た
」
と
述
ぺ
、
日
付
だ
け
で
な
く
時
刻
ま
で
も

ハ
ッ
キ
リ
証
言
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
共
産
党
の
第
一
回
大
会
は
、
途
中
で
警
察
側
の
妨
害
が
入
っ
た
た
め
、

最
終
日
は
場
所
を
南
湖
と
い
う
景
勝
地
の
遊
船
に
移
し
て
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
時
間
に
つ
い
て
も
、
彼
は

「
午
前
一

0
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
」
と
こ
れ
ま
た
克
明
に
記
し
て
い
る
。

図4 李 達
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た
だ
し
、
先
の
董
必
武
と
同
じ
く
、
漠
然
と
「
夏
」
に
大
会
が
開
か
れ
た
と
い
う
ほ
ど
の
記
憶
し
か
な
か
っ

た
李
達
が
、
二

0
年
を
経
て
、
記
憶
が
ま
ざ
ま
ざ
と
蘇
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
思
い
出
し
た

そ
の
日
付
が
、
ほ
か
で
も
な
い
「
七
月
一
日
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
ハ
ッ
キ
リ
と
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自

已
経
歴
書
で
の
李
達
の
回
想
は
、
そ
の
こ
ろ
に
共
産
党
の
中
で
確
定
し
つ
つ
あ
っ
た
「
七
月
一
日
説
」
を
自
主

的
に
摂
取
し
、
自
分
の
記
憶
を
そ
れ
に
添
う
形
に
再
構
成
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
李
達
は
、
一
九
四
九
年
以

降
も
、
記
録
の
残
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
、
二
、
三
年
に
一
回
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
そ
の
た
び
に
第

一
回
大
会
の
模
様
を
証
言
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
七
月
一
日
と
い
う
日
付
だ
け
は
一
貫
し
て
変
え
な
か
っ
た
。

一
九
五
一
年
の
証
言
で
は
、
開
会
の
時
間
が
午
後
八
時
ヘ
一
時
間
ず
れ
て
い
る
が
、
七
月
一
日
の
夜
に
開
か
れ

た
と
い
う
点
は
譲
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
の
回
想
の
変
化
を
た
ど
る
と
、
細
か
い
点
が
現
在
の
定
説
に
だ
ん
だ

ん
近
づ
い
て
い
る
こ
と
（
例
え
ば
、
大
会
場
所
の
李
漠
俊
邸
の
地
番
が
、
貝
勒
路
同
益
里
か
ら
貝
勒
路
樹
徳
里
へ
、
さ

ら
に
望
志
路
樹
徳
里
一
二
号
へ
変
化
）
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
研
究
の
成
果
を
、
彼
自
身

が
学
び
と
り
、
そ
れ
を
自
分
の
回
想
の
中
に
生
か
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

李
達
は
亡
く
な
る
ま
で
、
大
会
は
七
月
一
日
だ
っ
た
と
言
い
つ
づ
け
た
。
一
九
五
九
年
の
回
想
は
、
前
出
の

ロ
シ
ア
語
文
書
を
見
せ
ら
れ
た
際
の
回
想
だ
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
そ
の
文
書
を
示
し
な
が
ら
「
本
当
に
七

月
一
日
で
し
た
か
」
と
た
ず
ね
た
の
に
対
し
て
、
李
達
の
回
答
は
そ
れ
で
も
な
お
、
「
第
一
回
大
会
開
会
の
具

体
的
な
時
間
は
、
七
月
一
日
で
す
」
と
い
う
頑
固
な
も
の
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
は
ロ
シ
ア
語
文
書
は
あ
ま
り

あ
て
に
は
な
ら
な
い
と
も
付
け
加
え
て
い
る
。
彼
の
場
合
は
、
新
文
書
が
い
う
二
三
日
か
も
し
れ
な
い
が
、
党
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童
必
武
、
李
達
が
共
産
党
の
公
式
見
解
に
近
い
証
言
を
く
り
返
し
た
の
に
対
し
て
、
そ
こ
か
ら
や
や
ず
れ
た

対
応
を
し
た
の
が
包
恵
僧
（
図
5
)

で
あ
る
。
包
も
離
党
組
で
あ
る
が
、
彼
の
場
合
は
、
革
命
闘
争
が
厳
し
い

状
況
に
追
い
込
ま
れ
、
身
の
危
険
を
感
じ
て
活
動
か
ら
足
を
洗
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
保
身
的
な
離
党
だ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
の
ち
、
国
民
党
、
あ
る
い
は
国
民
政
府
の
官
界
で
官
吏
と
な
り
、
人
民
共
和
国
成
立
後
は
中
国

に
残
っ
た
が
、
そ
う
し
た
前
歴
が
あ
る
た
め
、
李
達
の
よ
う
に
再
入
党
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、

李
達
ら
と
は
違
っ
て
、
党
の
方
針
や
既
存
の
歴
史
記
述
か
ら
や
や
距
離
を
置
け
た
と
い
え
な
く
も
な
い
。
包
恵

包

恵

僧

が
決
め
て
い
る
以
上
や
は
り
七
月
一
日
で
よ
か
ろ
う
、
と
言
っ
た
董
必
武
の
如
き
悠
揚
な
対
応
で
は
な
く
、
誰

が
何
と
言
お
う
と
、
第
一
回
大
会
の
日
付
は
七
月
一
日
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
っ
た
。
李
達
が
、
党
員

た
る
こ
と
を
貫
く
た
め
、
党
の
定
め
た
歴
史
か
ら
一
歩
も
外
へ
出
な
い
よ
う
意
図
的
に
自
制
し
た
の
か
、
あ
る

い
は
学
習
に
よ
っ
て
学
び
と
っ
た
も
の
が
、
何
度
も
く
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
つ
い
に
自
分
の
記
憶
の
一
部

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
こ
れ
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
両
者
は
実
は
一
体
の
心
性
だ
か
ら
で
あ
る
。

李
達
は
社
会
科
学
理
論
や
毛
沢
東
思
想
の
研
究
者
と
し
て
も
著
名
な
人
だ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
文
化
大
革

命
が
始
ま
っ
た
直
後
に
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
学
者
」
「
叛
徒
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
迫
害
の
中
で
亡
く

な
っ
た
。
記
憶
の
中
ま
で
党
の
方
針
と
一
体
と
な
っ
た
真
摯
な
る
再
入
党
者
の
非
業
な
最
期
で
あ
っ
た
。
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僧
が
ほ
か
の
三
人
に
比
べ
て
格
段
に
多
い
回
想
録
を
一
九
五
0
年
代
か
ら
発
表
し
た
の
は
、
根
っ
か
ら
の
話
し

好
き
と
い
う
彼
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
彼
の
立
場
も
い
く
ぶ
ん
か
関
係
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

包
恵
僧
と
て
、
一
九
五
0
年
代
に
第
一
回
大
会
を
ふ
り
返
っ
た
と
き
に
は
、
大
会
の
期
日
を
思
い
出
せ
る
は

ず
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
彼
が
李
達
ら
と
違
っ
た
の
は
、
「
七
こ
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
そ
れ
に
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
自
分
た
ち
の
当
時
の
足
ど
り
に
照
ら
し
て
思
い
を
め
ぐ
ら
し
た
点
だ
っ
た
。
一
九
五
三
年
に
党
の
歴

史
部
門
の
専
門
家
の
訪
問
を
受
け
た
さ
い
、
実
は
日
付
が
確
定
で
き
ず
に
い
る
と
い
う
率
直
な
言
葉
を
聞
い
た

彼
は
、
「
大
会
の
時
期
は
、
学
校
が
夏
休
み
に
な
っ
て
間
も
な
く
だ
っ
た
の
で
、
お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
、
七
月

1
0
日
前
後
だ
っ
た
と
思
う
」
と
答
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

の
見
解
は
当
時
の
定
説
と
は
食
い
違
う
も
の
だ
っ
た
し
、
七
月

¥
0
且
則
後
と
い
う
だ
け
で
は
、
根
拠
も
不
足
し
て
い
た
た
め
、

彼
が
一
九
五
七
年
に
「
棲
梧
老
人
」
の
筆
名
で
、
公
刊
の
雑
誌

に
回
想
録
「
中
国
共
産
党
成
立
前
後
的
見
聞
」
を
発
表
し
た
さ

い
に
は
、
こ
の
異
論
を
発
表
す
る
こ
と
は
慎
重
に
差
し
控
え
ら

れ
た
。
大
会
の
期
日
に
つ
い
て
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
夏

休
み
に
入
っ
た
後
」
と
い
う
文
言
だ
け
の
曖
昧
な
表
現
に
さ
れ
、

具
体
的
な
日
付
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
は

図5 包恵僧
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「
七
一
」
説
が
通
行
し
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
こ
み
入
っ
た
事
情
を
知
ら
ぬ
一
般
読
者
は
、
期
日
が
書
か

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
「
七
こ
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
暗
黙
の
前
提
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ

た
に
ち
が
い
な
い
。

文
化
大
革
命
の
時
代
、
包
恵
僧
も
他
の
離
党
組
と
同
じ
よ
う
に
辛
酸
を
な
め
た
が
、
幸
い
に
し
て
そ
の
歳
月

を
生
き
の
び
、
改
革
・
開
放
の
時
期
に
再
び
回
想
録
を
執
筆
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
一
九
七
八
年
、
文
革
が

終
わ
り
、
少
し
は
自
由
に
回
想
を
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
、
彼
は
今
一
度
記
憶
を
整
理
し
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
「
自
分
の
記
憶
で
は
七
月
一
日
で
は
な
く
、
七
月
半
ば
前
後
、
ち
ょ
う
ど
夏
休
み
に
な
っ
た

頃
だ
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
中
学
校
で
教
師
を
し
て
い
た
陳
渾
秋
や
董
必
武
は
会
議
に
は
出
席
で
き
な
か
っ

た
」
と
。
当
時
、
彼
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
の
は
、
ロ
シ
ア
語
文
書
な
ど
の
新
資
料
を
利
用
し
て
第
一
回
大

会
の
史
実
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
党
史
研
究
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
時
点
で
包
は
、
文
書
記
録
で

は
七
月
二
三
日
開
催
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
彼
の
回
想
が
、
翌
一
九
七
九
年
に

な
っ
て
「
七
月
二

0
日
前
後
」
と
さ
ら
に
後
ろ
に
ず
れ
る
の
は
、
今
度
は
そ
の
新
史
実
と
な
っ
た
日
付
に
自
ら

の
記
憶
を
合
わ
せ
て
い
っ
た
表
れ
だ
ろ
う
。
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劉
仁
静
（
図
6
)

も
離
党
組
で
は
あ
る
が
、
李
達
や
包
恵
僧
ら
と
異
な
り
、
革
命
に
つ
い
て
の
自
ら
の
主

義
・
信
念
を
貫
徹
す
る
た
め
に
、
共
産
党
と
袂
を
分
か
っ
た
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
一
九
二

0
年
代
か
ら

三
0
年
代
の
中
国
共
産
党
は
、
モ
ス
ク
ワ
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
ら
ソ
連
指
導
者
の
意
に
従
う
革

命
路
線
を
と
っ
て
い
た
が
、
劉
は
そ
れ
に
異
議
を
唱
え
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
主
義
に
も
と
づ
い
て
中
国
の
革
命
を

進
め
よ
う
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
は
、
間
接
的
に
彼
ら
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
運
動
が
破

産
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
が
、
と
は
い
え
、
一
概
に
反

革
命
、
反
共
産
主
義
と
は
決
め
つ
け
に
く
い
だ
け
に
、

共
産
党
の
歴
史
で
は
扱
い
の
難
し
い
人
物
と
い
え
る
。

た
だ
、
共
産
党
員
時
代
か
ら
そ
こ
そ
こ
名
の
知
れ
て
い

た
人
物
で
も
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
政
治
的
見
解
を
清
算

し
な
い
こ
と
に
は
、
か
れ
が
人
民
共
和
国
の
体
制
の
も

と
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
ト
ロ
ツ
キ

ス
ト
の
な
か
に
は
、
一
九
四
九
年
以
降
も
転
向
を
拒
み
、

そ
の
ま
ま
獄
に
繋
が
れ
た
者
も
い
た
が
、
劉
仁
静
は
一

ー
―
―
争

翌

1
昏
月

図6 劉仁静
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九
五

0
年
末
に
『
人
民
日
報
』
に
自
己
批
判
の
声
明
を
発
表
し
、
自
ら
の
「
誤
り
」
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
人
民
出
版
社
に
籍
を
置
い
た
彼
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
立
場
は
、
獄
に
こ
そ
繋
が
れ
て
は
い
な
い

も
の
の
、
準
政
治
犯
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
他
の
当
事
者
に
比
べ
、
党
史
研
究
者
が
彼
の
も
と
を
訪
ね
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
ま
た
彼
自
身
も
発
言
に
は
こ
と
の
ほ
か
慎
重
で
、
多
く
を
語
ろ
う
と

は
し
な
か
っ
た
。
文
革
終
結
後
に
劉
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
中
国
の
研
究
者
・
部
維
正
氏
は
、
劉
の
様
子

を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

劉
仁
静
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
や
っ
と
の
こ
と
で
白
雲
路
に
あ
る
彼
の
新
居
を
訪
ね

あ
て
た
と
き
、
こ
の
老
人
は
黙
し
て
語
ら
ず
、
萎
縮
し
た
様
子
で
、
私
が
し
た
い
く
つ
か
の
質
問
に
つ
い
て

も
、
判
で
押
し
た
よ
う
に
、
「
も
う
歳
だ
か
ら
、
よ
く
覚
え
て
い
な
い
」
と
答
え
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
落
ち

着
い
て
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
も
理
解
で
き
た
。
劉
老
人
の
一
生
は
不
遇
の
連
続
、
辛
酸
を
な
め
尽
く
し
て

い
た
か
ら
、
何
事
に
も
び
く
び
く
し
て
い
た
の
だ
。
と
り
わ
け
、
歴
史
や
政
治
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
小
心
翼
々
そ
の
も
の
で
、
そ
れ
が
、
口
を
開
き
た
が
ら
な
い
内
面
的
な
理
由
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
の
劉
仁
静
は
、
実
は
一
九
五
七
年
時
点
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
か
ら
包
恵
僧
の
回
想
を
聞
か
さ
れ
、
「
包

恵
僧
は
第
一
回
大
会
の
開
催
は
七
月
で
は
あ
っ
た
が
、
一
日
と
は
限
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
そ
の

説
は
正
し
い
」
と
語
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
七
月
一
日
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
う
す
う
す
感
じ
て
い
た
劉
仁
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静
は
、
包
恵
僧
の
言
に
励
ま
さ
れ
る
形
で
、
そ
の
考
え
を
伝
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の

後
の
文
化
大
革
命
で
、
彼
は
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
・
反
党
分
子
と
い
う
前
科
を
蒸
し
返
さ
れ
て
、
十
一
年
間
に
わ

た
っ
て
獄
に
繋
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
の
引
用
文
の
伝
え
る
彼
の
様
子
は
、
一
九
七
八
年
暮
れ
に
釈
放
さ

れ
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
も
の
（
名
前
も
劉
亦
宇
と
変
え
て
い
た
）
な
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
彼
は
、
「
も
う
時
代
は
変
わ
っ
た
」
「
回
想
が
政
治
問
題
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
く
り

返
し
説
得
さ
れ
、
よ
う
や
く
重
い
口
を
開
き
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
訪
れ
た
部
維
正
に
、
大

会
期
日
に
つ
い
て
の
思
わ
ぬ
手
が
か
り
を
与
え
た
。
自
分
は
共
産
党
の
大
会
の
前
に
、
南
京
で
開
か
れ
た
少
年

中
国
学
会
と
い
う
青
年
団
体
の
大
会
に
出
席
し
た
は
ず
だ
、
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
部
維
正
が
調
べ
て
み
る
と
、

少
年
中
国
学
会
の
大
会
は
、
確
か
に
南
京
で
開
か
れ
て
お
り
、
出
席
者
の
名
簿
に
は
劉
の
名
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
大
会
の
開
幕
日
は
奇
し
く
も
七
月
一
日
だ
っ
た
（
た
だ
し
、
劉
が
南
京
に
到
着
し
た
の
は
二
日
）
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
劉
が
出
席
し
た
上
海
で
の
共
産
党
の
大
会
は
、
そ
れ
よ
り
も
後
で
あ
る
こ
と
が
、
裏
づ
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

当
時
は
、
部
氏
ら
が
ロ
シ
ア
語
文
書
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
会
の
日
付
を
二
三
日
に
間
違
い
な
い
と
ほ
ぼ
断
定

し
て
い
た
時
期
で
あ
る
か
ら
、
客
観
的
に
み
れ
ば
、
劉
仁
静
の
証
言
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
も
う
大
き
く
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
劉
仁
静
は
、
部
維
正
が
少
年
中
国
学
会
の
記
録
を
見
つ
け
て
く
れ
た
こ
と
に
刺
激
を
受
け
、
封

印
し
て
き
た
記
憶
を
解
き
放
つ
勇
気
を
与
え
ら
れ
た
。
晩
年
の
彼
が
残
し
た
回
想
録
「
一
大
瑣
憶
」
(
-
九
七

九
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
字
ど
お
り
、
第
一
回
大
会
に
つ
い
て
の
思
い
出
の
記
で
は
あ
る
が
、
氷
の
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ご
と
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
心
が
一
瞬
の
明
る
さ
を
取
り
も
ど
す
と
い
う
意
味
で
は
、
あ
る
離
党
者
の
人
間
性
回

復
の
記
録
で
も
あ
っ
た
。

記
念
日
と
記
憶

あ
る
日
、
あ
る
場
所
に
居
合
わ
せ
た
た
め
に
、
あ
る
い
は
あ
る
特
異
な
体
験
を
し
た
た
め
に
、
人
生
が
変
わ

る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
そ
れ
が
良
か
ら
ぬ
結
果
を
招
い
た
時
、
人
は
し
ば
し
ば
そ
れ
を
「
人
生
を
狂
わ
せ
た

偶
然
」
と
呼
ぶ
。
で
は
、
第
一
回
大
会
に
参
加
し
た
が
ゆ
え
に
、
は
か
ら
ず
も
後
世
に
そ
れ
を
め
ぐ
る
苦
労
を

味
わ
っ
た
人
々
も
、
そ
れ
に
な
ら
っ
て
、
「
人
生
を
狂
わ
さ
れ
た
」
人
々
と
呼
ん
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
確
か

に
彼
ら
は
苦
労
を
し
た
が
、
そ
れ
を
単
に
党
の
第
一
回
大
会
に
参
加
し
た
が
ゆ
え
に
、
あ
る
い
は
中
華
人
民
共

和
国
に
残
っ
た
が
ゆ
え
に
、
と
考
え
る
の
は
結
果
論
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
苦
労
の
根
源
は
、
そ
ん
な
歴
史
の
偶

然
に
あ
る
で
は
な
い
。
彼
ら
の
苦
労
は
、
小
は
個
人
や
政
党
が
、
大
は
国
家
や
民
族
が
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
往
々
に
し
て
歴
史
の
中
に
も
と
め
、
そ
の
際
、
お
の
れ
の
意
義
を
確
認
す
る
最
も
簡
単
（
安
易
）
な
方

法
が
、
「
記
念
す
る
」
と
い
う
行
為
に
な
る
と
い
う
仕
組
み
に
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
記
念
日
と
い
う
も
の
は
、
自
然
に
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
は
な
く
、
つ
く
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
作
為
色
が
濃
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
薄
い
場
合
も
あ
る
。
だ
が
、
我
々
は
記
念
日
を
祝
う
と
き
、
過
ご

す
と
き
、
実
は
記
念
日
と
い
う
も
の
は
誰
か
が
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
往
々
に
し
て
忘
れ
て
し
ま
う
。
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あ
る
い
は
気
づ
か
な
い
ふ
り
を
し
て
し
ま
う
。
「
記
念
日
は
作
り
物
だ
」
と
声
高
に
叫
ぶ
こ
と
は
、
「
記
念
日
」

に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
共
同
体
へ
の
あ
る
種
の
反
逆
行
為
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
あ
る
社

会
で
心
地
よ
く
生
き
る
た
め
に
は
、
「
記
念
日
」
に
従
順
で
あ
る
ほ
う
が
よ
い
。
「
記
念
日
」
が
あ
な
た
の
記
憶

を
侵
蝕
し
な
い
限
り
は
。

中
国
共
産
党
の
第
一
回
大
会
に
出
席
し
た
人
々
は
、
す
で
に
全
員
が
こ
の
世
を
去
っ
た
。
彼
ら
の
人
生
を
ふ

り
返
っ
て
、
そ
れ
を
「
記
念
日
」
に
よ
っ
て
記
憶
を
侵
蝕
さ
れ
た
人
々
と
呼
ぶ
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

い
わ
ば
、
遠
い
中
国
の
話
だ
が
、
ひ
る
が
え
っ
て
わ
た
し
た
ち
は
ど
う
だ
ろ
う
。
つ
く
ら
れ
た
「
記
念
日
」
に

縛
ら
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
記
憶
や
経
験
が
「
記
念
日
」
に
よ
っ
て
侵
蝕
さ
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
反
問
し
て
み
る
と
、
「
七
一
」
を
め
ぐ
る
彼
ら
の
回
想
の
転
変
や
、
か
た
く
な
な
ま
で
の
思
い
こ
み
は
、

他
人
事
に
は
思
わ
れ
な
い
。

参
考
文
献

石
川
禎
浩
『
中
国
共
産
党
成
立
史
』
岩
波
書
店
、
二
0
0
一年。

王
暁
葵
「
二
0
世
紀
中
国
の
記
念
碑
文
化
一
九
世
紀
広
州
の
革
命
記
念
碑
を
中
心
に
」
、
若
尾
祐
司
、
羽
賀
祥
二

編
『
記
録
と
記
憶
の
比
較
文
化
史
史
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史
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史
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正
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第
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。

丸
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志
「
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と
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国
共
産
党
根
拠
地
の
記
念
日
活
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と
新
暦
・
農
暦
の
時
間
」
『
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
』

第一

0
、
-
―
号
、
二

0
0
五
年
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李
槌
「
関
於
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的
誕
生
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和
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的
一
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開
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日
期
」
『
党
史
通
訊
』
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